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膨大なデータや幅広い知識を
必要とする設備管理の複雑さ

YOKOGAWAが考える設備保全の効率化

プラントの設備管理を取り巻く状況

!

?

PRMは、YOKOGAWAが提案する設備管理プラットフォームです。メンテナンス、
オペレーションの視点からプラントの設備情報を可視化し、総合的な管理を可
能にします。
例えば、バルブの動作不良の傾向や導圧管の詰まりなど機器状態を可視化する
ことで、事後保全や予防保全から予知保全、積極保全への変革を支援します。
また、機器のアラーム履歴などをランク付けしたKPIレポートを自動生成するこ
とで、保全計画立案の負担軽減・精度向上に貢献します。

保全技術・ノウハウ継承の難しさ

熟練者の退職によりノウハウが暗黙知のまま失われたり、情報共有が
不十分なままでの保全員の世代交代や人員削減により、これまでの
保全活動が継続できない状況になってきています。
さらに、経年劣化した設備の増加により、保全活動自体の作業が増加
し、高い技術力と幅広い知識が要求され、保全活動の難易度は高ま
る一方です。

コスト削減要求や
保全リソース不足の深刻化

プラントにおけるリソースは、製造部門に優先的に割り当てられる
傾向が強く、その結果、保全活動は限られたリソースでの対応を迫
られています。
プラントの資産である機器や設備を総合的に監視し、機器故障によ
るダウンタイムの削減を、少ないリソースで実現する仕組み作りが
求められています。

PRMの導入により、保全作業の大幅な効率化を実現します。
例えば、PRMプラグインとして各社のバルブ専用管理パッケージを使用するこ
とで、オートチューニングや診断機能を活用したバルブ保全作業の品質安定
化および効率化を実現します。また、コミッショニング時や定期点検時のルー
プチェックを自動化することにより期間短縮、負担軽減を実現します。
これらの改善により、プラントの安定稼働および保全コスト削減に貢献します。

信頼性の高いプラント運転のために
 適切な設備管理はできていますか？
プラント設備の故障はプラントの操業に大きな影響を与えるため、これを防ぐ
ための適切な保全活動が必要です。
保全活動の品質が低いと故障の兆候を見逃して突発故障を引き起こしたり、
それを恐れて保全コストを掛け過ぎることがあります。
YOKOGAWAの統合機器管理パッケージPRM（Plant Resource Manager）は、
保全計画の品質向上および保全コストの最適化に貢献します。

信頼性と効率の両方を
実現するための
設備保全を提案します！

YOKOGAWAは

プラント内にはさまざまなベンダーの機器や設備が混在して
おり、全機器の状態を正しく把握するのは大変です。
保全員が機器の状態を確認する際に操業の状態をオペレータ
と連絡を取り合いながら作業をすることは、時間と工数がかか
る上、その情報伝達の精度も十分とはいえません。

プラントの設備情報を
可視化・一元管理します。

保全効率の向上により、
コスト削減を実現します。

YOKOGAWAは、生産制御システムだけでなく
設備管理についても、信頼性と効率の両立を
第一に考え、操業を止めないための
設備管理を提供します。

YOKOGAWAは、生産制御システムだけでなく
設備管理についても、信頼性と効率の両立を
第一に考え、操業を止めないための
設備管理を提供します。
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プラントの機器や装置に異常があると、生産プロセスが不安定状態になり、復旧作業の間は生産効率が低下してしまいます。
YOKOGAWAのPRMは、機器や装置の動作不良傾向を事前に検知することで故障を未然に防ぐとともに、スムーズな機器交
換につなげることが可能です。これを実現するために、YOKOGAWAは次のような３段階でソリューションを提供します。

YOKOGAWAは

設備管理を効率化！
段階でプラントの

各機器への設定の効率化、健全性の可視化
●　 デバイステンプレート機能により複数機器への共通パラメータ設定を効率化
●　 機器DTM（Device Type Manager）など専用設定調整ツールによる
      機器立ち上げの効率化
●　 パラメータの履歴管理・比較によるトラブル対応や機器交換の効率化
●　 機器のパラメータ確認・設定を遠隔地から行うことによる作業工数の削減

各機器や装置のパフォーマンス監視
●　 リモートでの定期的なステータス収集により、
      効率的に機器状態を把握
●　 汎用的な機器パラメータの活用により、
      複数ベンダーバルブの診断が可能
●　 機器状態のレポートを定期的に自動生成して
      可視化することで、機器の健全性を統括的に確認
      （フィールドアセットKPIレポート)

保全および操業改善につながる情報の提供
●　 迅速なトラブル対応のために、重要な設備情報を 統合生産制御システムや
      安全計装システムに連携させてオペレータによる即時確認を実現
●　 ループ診断機能により制御ループのパフォーマンスの改善を支援して、
      高い生産性を維持
●　 上位システム（ERP／CMMSなど）と連携することにより、作業指示の効率化を実現

お客様の状況や目標に合わせて、どの段階からスタートするかを選べます。

※ERP：基幹系情報システム、CMMS：設備保全管理システム

Plant Resource Manager (PRM)
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プラントの操業を止めないために、信頼性を維持・向上するための設備管理をどこまで行うか、明確な線引きと的確な判断が
できないことで、必要以上のリソースを費やしてしまう場合が少なくありません。
プラントの設備管理を取り巻く環境はより一層厳しくなるなかで、信頼性を維持・向上しながらの効率化を求められています。

プラントのライフサイクルを通じた設備管理の課題解決

コミッショニング 機器設定管理 日常保全 機器交換 定期点検 設備診断

プラント立ち上げ時や
定期点検後の機器設
定および調整

保全員（現場側）とオ
ペレータ（CCR側）が連
携して接続チェック、
ループチェックなどを
行うため、時間がかか
る上、レポート作成が
大変。

プラントで幅広く使わ
れているHARTやFF通
信プロトコルに対応す
る機器のループチェッ
クを自動で実施し、レ
ポートも自動生成。

コミッショニング

機器調整

各機器のパラメータ設
定および管理

パラメータが膨大にあ
り、1台ずつ手作業で設
定するのは大変。また、
情報が一元管理されて
おらず、パラメータの再
利用が困難。

テンプレートを活用す
ることで複数機器の設
定をワンクリックで実
行可能。また、機器のパ
ラメータ情報をデータ
ベース化して一元管理
しているため、設定内
容の確認や変更管理を
効率的に実行可能。

機器調整

各機器のステータス可視化、遠隔設定
PRM（統合機器管理パッケージ）
PRMコミッショニングサポートパッケージ

FieldMate（現場用 機器調整・設定・管理）
フィールドコミッショニングサポートパッケージ

（F-CSP）（N-IO用IOM動作確認ツール）

各機器や装置のパフォーマンス監視

InsightSuiteAE（フィールドアセットアナリティクス）

保全および操業改善につながる情報の提供

キャビテーション検知システム

操業中の
機器状態確認

機器の最新状態を知
るには現場に行く必要
がある。悪天候時やタ
ワーの頂上での確認に
は通常以上の準備や
移動に時間が掛かる。
また、得られた情報を
部署間で即時共有する
ことが困難。

リモートで機器の自己
診断結果を24時間い
つでも確認可能。
保全、オペレータ、ス
タッフなど各部門で同
じ情報を共有し、作業
時に活用可能。

● 交換対象機器の設定
● 確認および交換した機  

器のパラメータ設定

交換前と同じ動作にす
るためのパラメータ設
定は機種により判断が
難しいため、設定ミス
が発生したり、作業に
時間がかかる。

PRMに保存されている
交換前のパラメータを
再利用することで、素
早く、ミスなく機器を立
ち上げることが可能。

予防保全の観点からプ
ラントの全機器を対象
としているため、点検に
時間と工数がかかる。メ
ンテナンス項目は、ベテ
ラン保全員の経験や過
去の保守実績に頼って
いる。

PRMが収集した情報
から自動生成される
KPIレポートをもとに、
メンテナンスの優先順
位付けが可能。また、
機器DTMや各社プラグ
インを使用し、設定・調
整、診断を効率良く実
施可能。

● 保全対象の選定
● メンテナンス項目の選定
● 機器の調整
● 試運転

機器調整

KPIレポート

コミッショニング

・デバイスビューア
・KPIレポート
・PSTスケジューラ

診断 診断

制御弁の状態監視

複数ベンダーのバルブ
を使用しているため、機
器ベンダーごとに診断
方法やシステムが異な
り手間が発生している。

複数ベンダーのバルブ
に対しても健全性の確
認が可能。設備データ
とプロセスデータの相
関による診断や、長期
保存したデータを活用
した劣化診断も可能。

バルブ診断

ポンプの状態監視

振動や異音など、ベテ
ラン保全員の経験に依
存している部分が多く、
定量的に状態を把握
することが困難。

微細な圧力変動を捉
えることで、初期段階
のキャビテーションを
定量的に検知可能。

ポンプ異常検知

関連製品

業務例

課　題

機能／製品

操業開始前（立ち上げ） 操業開始後（運転・保守）

機器調整

解決策

?

!
PRM FM F-CSP

CSP FM F-CSP

PRM FM

PRM

PRM ISAE

ISAE CDSPRM FM PRM FM

PRM FM

PRM

PRM FM
CSP F-CSP

ISAE CDS
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ナビゲーション機能
プラント設備の状態をエクスプローラ形式で一覧表示します。複
数の表示形式を持ち、局面に応じた表示が選べます。フィールド
機器の状態をオンラインで監視し、アイコン化して表示します。

ループチェック機能
統合生産制御システムCENTUMのエンジニアリング情報をもとに、機器の接続確認、模擬出力機能やバルブの実開度情報を利用して
の入出力の３点５点チェックを自動的に行います。その結果は報告書として出力できるため、作業期間を大幅に短縮することができます。

メンテナンスアラーム

デバイスビューア

メンテナンスアラーム機能は、機器やアドバンス診断からのア
ラームに保全員が必要とする情報を付加して伝達します。オペ
レータが必要なアラームは、CENTUM HIS（ヒューマンインタ
フェースステーション）のガイダンスメッセージによりオペレータ
に通知します。また、メールで保全員に通知することも可能です。

機器の診断情報を分かりやすくオンライン表示します。機器データの
トレンドを見ることも可能です。

データ統合
設備の情報をデータベース化し一元管理、有効活用します。
これまでのアラーム履歴を把握することができ、点検計画の立案
に活用できます。点検や調整のとき、保存されているパラメータや
別機器のパラメータを再利用できます。また、特定の機器やア
ラームなど情報を絞り込んで表示させることができるので、点検
後のモード変更忘れ、アラームの見落としを防ぐことができます。

PSTスケジューラ
安全安心で効率的な緊急遮断弁の部分作動検査ができます。
複数の緊急遮断弁に対して、あらかじめ設定されたスケジュール
に従い自動／半自動でPST（パーシャルストロークテスト）を実行
し、その結果を記録することができます。PSTの実施により、プラン
ト停止が必要なFST(フルストロークテスト)の実施間隔を延ばす
ことができます。

レポート機能
フィールド機器から収集した情報に基づいてフィールドアセット
KPIレポートを提供し、機器や周辺プロセスの異常傾向を可視
化します。レポート活用により、機器の状態に応じた効率的な保
全が可能になります。

オープンテクノロジー
オープンテクノロジーに準拠し、さまざまな機器と接続できます。
●  FOUNDATIONTMフィールドバス、HART、ISA100 Wirelessや、
    PROFIBUSといったデジタル通信機能を持つ機器をサポート
●  FDT/DTM（Field Device Tool/Device Type Manager）や 
    EDDL（Electronic Device Description Language）といった
    国際標準の仕様に対応

機器とのさまざまな接続形態に対応します。
●   CENTUM VP、STARDOM、ProSafe-RS経由の接続
●   通信DTM、ゲートウェイDTM経由の接続
●   HARTマルチプレクサ経由の接続

アクションガイド
あらかじめ想定される原因や対処方法を確認し、必要な準備を済
ませて現場へ行くことができます。

パラメータ管理
機器パラメータの確認、比較が容易に行えます。
同モデルの複数のフィールド機器パラメータを比較して、容易に
差分のチェックができます。
フィールド機器のパラメータの変更履歴が、 容易に確認でき
ます。

プラント設備のオンライン監視と集中管理

各機器のステータス可視化、遠隔設定

保  全

現場にある機器や設備の状態を、直感的に把握できます。
異常発生時に、その内容と対処方法などをメッセージで通知します。

DCSベンダーならではのHISとの連携 フィールド全体の把握
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フィールドアセットアナリティクス「InsightSuiteAE」は、異常傾向にあるプラント設備（デジタル通信機能を持つフィールド
機器やポジショナ付きの調節弁、熱交換器などの装置）や制御ループを特定するために、これらの稼働状態をオンラインで
可視化するソフトウェアです。 InsightSuiteAEの活用により、設備データとプロセスデータとの相関による診断や、長期に保
持したデータを使った劣化診断などを行うことができます。

各社バルブ診断ツールにも対応した、充実の診断機能

各機器や装置のパフォーマンス監視

診断の範囲を機器単体から制御ループや設備へ広げます。

バルブ診断 アセットパフォーマンスレポート

調節弁の状態を
監視・診断
　- 各診断結果をKPI化
　- ランキングによる優先順位

マルチベンダーに
適用可能
　- 頻雑な設定は不要

診断内容
　- 固着（スティクション）
　- 開度偏差
　- リンケージ異常
　- ハンチング
　- 供給空気圧
　- パッキング漏れ推定

３つのレベルで
状態を評価
   レベル１：可視化評価
   レベル２：機器健全性評価
   レベル３：パフォーマンス評価

レポートの種類
１．分析サマリー
２．保全が必要な機器リスト
３．詳細分析
　- アラーム詳細
　- 原因
　- リスク
　- 推奨アクション

YOKOGAWAの「キャビテーション検知システム」は、従来のような振動や異音による検知ではなく、流体の圧力差に着眼し、圧
力データからキャビテーションを定量的に把握できるシステムです。キャビテーションの発生を早期に検出することで、プ
ラントオペレータは適切な処置を取り、ポンプの損傷を防ぐことができます。
PRMは、このような機器・設備診断システムと連携することで、フィールド機器に加えて周辺設備の異常状態の把握も可能です。

検知ソリューションとの連携

保全および操業改善につながる情報の提供

設備異常を早期検知することで、プラントの効率的な保全を実現します。

キャビテーション検知システムの構成

検知可能なキャビテーションレベル

お客様のプラント稼働率、保全効率の向上の活動を、
継続的に支援していきます

現場を熟知した
お客様が実施

診断技術を活用し
YOKOGAWAが実施

保全
計画

分析
レポート

保全
計画

作業結果
の検証

予兆検知診  断

フィールドデジタル通信
（FOUNDATIONTMフィールドバス）

Ethernet
Modbus/TCP

導圧管
T字継手

ポンプ内部で
キャビテーション発生

キャビテーションを
“見える化”

DPharp EJX
差圧伝送器

STARDOM
コントローラ

PC
圧力メータ

ポンプ

Point 1

泡がない状態 数秒周期で泡が発生して
消滅する状態

泡が大量に発生し継続して
配管から“シュー”という音がする、

配管が振動する状態

理想運転状態
（キャビテーション無発生状態） 初期キャビテーション発生状態 スーパーキャビテーション発生状態

本システムで
検知可能な状態

従来の
検知可能な状態

ポンプインペラ 配管

機器内部にあるプロセ
ス制御には使用しない
隠された資産である生
データを活用します。

Point 2
FFを活用した高速デ
ジタル通信（100ms周
期）でリアルタイムに
機器データを収集でき
ます。

Point 3
リアルタイムで検知ロ
ジックの演算を行い、
キャビテーション発生
の有無を出力します。キャビテーション検知システム

（検知ロジックは
特許出願中です。）
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Printed in Japan, 212(KP) [Ed : 11/d]

お問い合わせは関 西 支 社
中 部 支 社
東 北 支 店
千 葉 支 店
さ い た ま 支 店
神 奈 川 支 店
北 陸 支 店
豊 田 支 店
堺 支 店
岡 山 支 店
中国支店・広島事業所
四 国 支 店
九 州 支 店
北 九 州 支 店

0 6 - 6 3 4 1 - 1 3 3 0
0 5 2 - 6 8 4 - 2 0 0 0
0 2 2 - 2 4 3 - 4 4 4 1
0 4 3 6 - 6 1 - 1 3 8 8
0 4 8 - 6 6 4 - 0 8 3 6
0 4 4 - 2 6 6 - 0 1 0 6
0 7 6 - 2 5 8 - 7 0 1 0
0 5 6 5 - 3 3 - 1 6 1 1
0 7 2 - 2 2 4 - 2 2 2 1
0 8 6 - 4 3 4 - 0 1 5 0
0 8 2 - 5 6 8 - 7 4 1 1
0 8 9 7 - 3 3 - 9 3 7 4
0 9 2 - 2 7 2 - 0 1 1 1
0 9 3 - 5 2 1 - 7 2 3 4

北 海 道 営 業 所
鹿 島 営 業 所
千葉中央営業所
新 潟 営 業 所
四 日 市 営 業 所
静 岡 営 業 所
京 滋 営 業 所
姫 路 営 業 所
奈 良 営 業 所
徳 山 営 業 所
沖 縄 営 業 所

0 1 4 4 - 3 7 - 5 2 6 1
0 2 9 9 - 9 3 - 3 7 9 1
0 4 3 - 3 8 2 - 3 2 0 2
0 2 5 - 2 4 1 - 3 5 1 1
0 5 9 - 3 5 2 - 7 0 1 2
0 5 4 5 - 8 8 - 3 7 1 3
0 7 7 - 5 2 1 - 1 1 9 1
0 7 9 - 2 2 4 - 6 0 0 6
0 7 4 4 - 2 5 - 1 8 0 3
0 8 3 4 - 3 2 - 5 4 0 5
0 9 8 - 8 6 2 - 2 0 9 3

システム事業センター
国内システム営業推進部  〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32  0422-52-6375
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ウェブサイト：
YOKOGAWA   設備管理   PRM

診　断

保　守

データから課題解決策を示し、その活用法を提案

PRMの運用に最適な保守サービスを設計し提供

システムを最大限に活用する環境を整備

オンサイトサービス

YOKOGAWAは、お客様の設備管理や保全活動の状況に応じて、設備性能をモニタリングし、予防、予知保全の実現をサポートする
ライフサイクルサービスを提供しています。プラントの状態を正しく把握・維持することで、保全活動の革新的な効率化に貢献します。

課題解決

サービス体制

システムのデータを解析し、包括的アセットパフォーマンスレポートを提供します。保全業務
を効率化するためにお客様が抱えるさまざまな課題の特定・解決・効果維持に貢献する
コンサルティングサービスを提供します。

プラントライフサイクルとともに乖離してしまうアラーム閾値や見落としがちなパラメータを
効率的に監視するため、診断およびチューニングを定期的に行います。実際のフィールド
機器(HART／FF)からの通信データをもとに設備・機器の劣化診断を行います。

お客様が安心安全にシステムを使い続けられるよう、ご予算や使用状況に応じてハードウェ
アおよびソフトウェア保守サービスを設計し提案します。セキュリティ対策やソフトウェア
アップデートを含めたライフサイクルにわたるサービスを提供します。

本文中に使用されている会社名、団体名、商品名およびロゴなどは、横河電機株式会社、各社または各団体の登録商標または商標です。

https://www.yokogawa.co.jp/solutions/solutions/oprex-transformation/
oprex-asset-management-and-integrity/field-device-management-prm/

https://www.yokogawa.co.jp/solutions/solutions/oprex-transformation/oprex-asset-management-and-integrity/field-device-management-prm/

